
情
報
ガ
イ
ド　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど　

広報さやま 2013.12月号　　■市役所☎04-2953-1111(代表） 04-2954-6262

13 12

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
公式モバイルサイト　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
秋
田
義
昭
さ
ん（
北
入
曽
）か
ら

社
会
福
祉
の
た
め
に
２
万
８
千
２

９
６
円

▼
狭
山
市
建
設
業
組
合
か
ら
社
会

福
祉
の
た
め
に
３
万
３
千
70
円

▼
パ
イ
ロ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
狭
山
台
自

治
会
か
ら
被
災
者
支
援
の
た
め
に

図
書
券
１
万
６
千
５
０
０
円
相
当

▼
八
千
代
工
業
株
式
会
社
か
ら
同

社
が
開
発
し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
専
用

の
収
納
用
ボ
ッ
ク
ス
１
台

感
謝
状
を
授
与

　

市
で
は
、市
の
振
興
発
展
の
た

め
に
多
額
の
金
品
を
寄
附
い
た
だ

い
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、毎
年
感

謝
状
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
社
団
法
人
東
京
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
」に
授
与
し
ま
し
た
。

問
合
せ
秘
書
課
へ
内
線
５
０
５
２

公
民
館
等
活
動
団
体
・
活
動

者
を
表
彰

　

公
民
館
な
ど
で
の
活
動
を
と
お

し
て
、地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た

え
、表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

団
体
▼
し
も
つ
き
会 

▼
ス
ワ
ン

の
会 

▼
富
士
見
ギ
タ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル　

個
人
太
田
千
賀
子
氏

問
合
せ
社
会
教
育
課
へ
内
線
５
６

７
３

文
化
と
も
し
び
賞
を
受
賞

　

地
道
な
活
動
を
続
け
、地
域
の

文
化
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
次
の

団
体
に
、県
知
事
か
ら「
文
化
と
も

し
び
賞
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
団
体
鵜
ノ
木
囃は

や

し子
連（
伝
統

文
化
の
保
存
・
継
承
）　

問
合
せ
社

会
教
育
課
へ
内
線
５
６
７
４

狭
山
市
消
防
出
初
式

　

平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

無
火
災
を
祈
念
し
て
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
１
月
12
日
㈰
、10
時
〜
12
時

（
雨
天
中
止
）　

場
所
上
奥
富
運
動

公
園　

内
容
消
防
団
・
消
防
署
に

よ
る
消
防
車
両
の
行
進
や
一
斉
放

水
訓
練
な
ど　

問
合
せ
防
災
課
へ

内
線
３
６
９
７
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市　

政

市　

政

市　

政 上
奥
富
自
治
会

　

私
た
ち
の
自
治
会
は
、奥
富
地
区
の
南
、入
間
川
の
上

流
側
に
位
置
し
、東
部
・
中
部
・
西
部
の
三
つ
の
単
位
自

治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
奥
富
に
は
、甘
酒
祭
り
で
有
名
な
梅
宮
神
社
が
あ

り
ま
す
。こ
の
社

や
し
ろ

の
一
画
に
私
た
ち
の
活
動
の
拠
点
で

あ
る
自
治
会
館
が
あ
り
、こ
こ
で
数
多
く
の
行
事
が
催

さ
れ
て
い
ま
す
。太
鼓
や
笛
、踊
り
の
輪
の
中
で
に
ぎ
わ

う
夏
の
ふ
れ
あ
い
東
部
祭
り
、地
区
最
高
齢
九
十
九
歳

の
涌
井
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
秋
の
敬
老
会
、体
育
祭
は

悪
天
候
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、慰
労
会
は
た
く
さ

ん
の
老
若
男
女
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
温
か
い
交
流
は
、梅
宮
神
社
の
歴
史
と
共
に

今
も
刻
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。

みん
なでつなぐ

市民リレー

　昭和40年代の半ば、立ち寄

った楽器店でどうしても気に

なり買い求めた楽器。買って

はみたものの約40年もの間、

押し入れの奥に大事にしまっ

たままになっていたマンドリ

ンが私の宝物です。

　そのマンドリンが日の目を見たのは平成23

年のこと。20年に両方の腕と足が不自由にな

り、苦しいリハビリを続けて3年ほどして、腕

も少し伸びるようになってきたとき、ふと思

い出したのがあの時のマンドリン。最初は持

つことさえ大変でしたが、今では弦を押さえ

る力もだいぶ戻ってきました。

　この楽器が私に夢と希望を

与えてくれたのです。今では、

簡単な童謡なら弾けるまでに

回復し、週2回通っているデイ

サービス施設でたまに弾いて

います。喜んで聴いてくださ

る皆さんの笑顔を楽しみに、

今日も練習に励んでいます。

私の宝物 …

リハビリ生活を支えたマンドリン

村田弥一さん
（広瀬台在住）

　

江
戸
時
代
の「
関

か
ん
は
っ
し
ゅ
う

八
州
古
戦
録
」に
、市
内

の
柏
原
が
登
場
し
ま
す
。戦
国
時
代
に
後
北

条
氏
と
争
っ
た
山や

ま
の
う
ち内
上
杉
氏
・
扇

お
う
ぎ
が
や
つ谷
上
杉
氏

が
陣
を
張
っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
態
は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
し
た
。平
成

６
年
に
柏
原
の
英

は
な
ぶ
さ

遺
跡
か
ら
カ
ワ
ラ
ケ（
ロ

ク
ロ
で
成
形
し
、低
い
温
度
で
焼
い
た
中
世

特
有
の
赤
茶
色
の
土
器
）と
内な

い

耳じ

鍋な
べ

が
発
見

さ
れ
、こ
れ
ら
は
山
内
上
杉
勢
が
使
用
し
て

い
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、同
氏
が
こ
こ
で
陣

を
張
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　「絵の苦手な人
でも描けるから」
の先生のセリフ
で、私たちが活動
を始めて15年に
なります。切り絵
の作品作りのよさ

は、ぼかしのない黒白がはっきりしたところ。風景
や静物、好きな写真などの影を、黒の輪郭をしっか
り出し、そこを切り取っていきます。
　現在は、昼と夜の月2回狭山台公民館で、楽しく
おしゃべりをしながら、それぞれが思い思いの作
品を手掛けています。また、切り絵の題材に、季節
の野菜などをスケッチしたり、写生会に出かける
ことも…。これをベースに、オリジナルにこだわっ
た自分らしい作品を作ることが目標です。私たち
と一緒に切り絵の世界を楽しんでみませんか？
問合せ西岡静雄さんへ☎2900‐2640

狭
山
歴
史
の
し
お
り

狭
山
歴
史
の
し
お
り

今回紹介したものはホームページでも詳

しく解説しています。ぜひご覧ください。

切り絵の会 スヌーピー

Vol.387

中
世
の
土
器

中
世
の
土
器

　次回は、新狭山にお住まい

の方を紹介します。
生涯を共にす
る大切な友人

健康と長寿をお祝いし、楽しいひとときを
過ごした「上奥富自治会敬老会」

●文化財データ
出土年／平成6年　
出土場所／英遺跡（柏原）
規格／左上：カワラケ皿
口径15.9㎝　左下：カワ
ラケ皿　口径12.2㎝　
右：内耳鍋　口径28.6㎝
高さ15.5㎝

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

前
第
１
分
団
分
団
長
細
田
浩
史

氏
ほ
か
７
名

◆
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰 

精
績
章

伊
藤
隆
弘
氏

◆
埼
玉
県
自
治
体
消
防
65
周
年

記
念
表
彰

伊
藤
隆
弘
氏

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

家
族
顕
彰
▼
岩
城
千
惠
子
氏 

▼

渡
邉
久
美
子
氏 

▼
石
田
勝
代

氏 

▼
石
井
ひ
さ
子
氏　

一
等

功
労
章
▼
岩
城
利
治
氏 

▼
渡

邉
裕
貴
氏 

▼
石
田
克
仁
氏 

▼

石
井
武
氏　

二
等
功
労
章
▼
木

船
哲
也
氏
ほ
か
14
名　

三
等
功

労
章
▼
髙
橋
和
宏
氏
ほ
か
18
名

機
関
技
能
章
▼
増
島
忍
氏
ほ
か

14
名　

民
間
防
災
団
体
自
衛
消

防
機
関
▼
介
護
老
人
保
険
施
設

「
愛
」 

▼
医
療
法
人
狭
山
中
央

病
院　

消
防
功
労
章
▼
市
村
剛

氏 

▼
関
口
武
男
氏 
▼
天
野
一

男
氏 

▼
半
貫
敏
夫
氏

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
狭
山
入
間

支
部
表
彰

無
火
災
消
防
分
団
▼
第
２
分
団 

▼
第
３
分
団 

▼
第
５
分
団 

▼

第
６
分
団 

▼
第
７
分
団　

特

別
功
労
章
▼
牛
窪
弘
樹
氏
ほ
か

14
名　

一
等
功
労
章
▼
古
谷
祐

一
朗
氏
ほ
か
11
名　

二
等
功
労

章
▼
平
居
敬
司
氏
ほ
か
16
名　

三
等
功
労
章
▼
齊
藤
容
史
氏
ほ

か
17
名　

消
防
功
労
章
▼
林
勇

氏 

▼
久
保
田
定
氏

 

問
合
せ
防
災
課
へ
☎
内
線
３
６

９
７

12
月
１
日
㈰
に「
消
防
功
労
者
表
彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
功
労
者
表
彰

商
店
街
空
き
店
舗
実
態
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、商
業
振
興
施
策
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、商
店
街
の

空
き
店
舗
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、商
店
街

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
間
12
月
中
旬
〜
１
月
上
旬　

対

象
無
作
為
に
抽
出
し
た
、商
店
街

の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方　

※
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
で
用
紙
を
配
布
し
、返

信
用
封
筒
に
よ
り
回
答　

問
合
せ

商
工
業
振
興
課
へ
内
線
２
５
５
１


